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はじめに

宗教とは人類歴史的種物である0宗教は意識形態であるとともに社会現象で

あり、文化現象でもある0人類が精神性活を始めてから今日に至るまで、宗教

は精神生活にかかざるを得ない要素としてわれわれの′ト削こ伴ってきたからで

ある0それと同時にポ教は超歴史的存在でもあるD超脛史的存イ1という場合、

人間の基本精神欲求、心押欲求に止、じて′【まれた宗教は、その小の基本要素は

もはや時空を超え、人類文明の普遍的価値の一郎分とな一つて影響を与えている

からである。そうはいっても、景教という存在は、特定の時代、特定の民族、

集団あるいは個人の心理的欲求に止、じて役割を果すので、その表現は多様であ

る0特に、第一次世界人戦後に世界各地で発′上した「新宗教運軌」及び′1＼十勺

代からアメ】jカ、ヨーロッパ、日本なと経済発達同家と地域で活躍した新宗教

はその数多く、複雑で、社会の民衆の馴惟掛こいろいろな影響を及はしてき

たということは、現矢上、人間の心の臣題か大きなネl全問題となっているとい

う証拠でもあろう。これはわれわれが歴史を顧みるときによく感じるメソセー

ンであるD冷静な歴史、現実認識なしに人触将来に何をとう期待していいか、

疑問を抱えざるを得ない0物質′仁清の豊かさととらに、人頓の文明のレヘルを

高めようするならは、人間の健全な精神生爪すなわち、心の道徳レヘルを高

めなければならない0これこそ一上　世世紀われわれか抱えている一番人きな課

題ではなかろうか。
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現代中匝1引会における「ぷ教ブーム」に関する一考察（金）

本文は、こういう歴史意識と現実をもとに中国内外の注目を受けている二l

世紀八十年代から始まった中国社会の「宗教ブーム」を世界宗教状況の大背景

の巾で考察することにする。

－．現代中国社会の宗教状況

■l咽政肘が一00－年に実施した第五回目国勢調査の公式発表による総人口

は129億人である。その中で、現存する五大宗教（仏教、道教、カトリソク、

キリスト教、イスラム教）の信仰人数は一億を超えている。すなわち、全人Il

の一割が宗教信仰を持っているということになる。中国は多民族国家で、全人

口の92％は漢族、はかの五十五の少数民族が8％を．liめている。子1十五の少

数民族の中で、全民族をあげ信仰生活をする少数民族は二ト二民族ある。それ

も地理的に西南、西北地域に染rllしている。それでは、ヒ述の人目、民族とf1

人宗教との関係を中心に現状を紹介しておく。

まず、中田の‾J▲なイム統宗教のつである仏教の場合、三人言吾系（漢語系、チ

ヘソト系、／ヾり語系）に分けて考察してみると、漢語系仏教は漢族中心に展開、

ほかのチへソト譜仏教、パリ語仏教は信仰民族と地域が全部少数民族地域であ

ることがわかる。その中で、子へソト語系仏教は小国内部を小心に、チヘット

族、モンコル族、十族、硲同族、納所族、普米族、門巴族なとで、信仰人数は

約ヒ百万人である。′ヾり語系仏教は中国西南地域を中心にタイ族、布朗族、徳

昂族、血族、阿巳族等で信仰人数は自五十万人である。したがって、少数民族

地域たけでも仏教信仰者数か八百石十万人に連する。仏教の根深い漢族地域は

その分布が広く、寺院による厳い、登録制度がないので、その数はl」確に把握

できない状況である。［い国仏教の出家者で、僧尼はトヒ万人あまりで、現存寺

院は9500座である。そして全国各地に仏学院（入学レヘル）がl四ヶ所設立

されている。

次に、中国本十出身の道教は、その信仰者は漢族中心で、道十、遺姑は六千

人あまりで、官観は各地に600座現存している。道教は主に全莫遭と止・道一

派にわかれて信仰されているが、その信仰者の大部分が農村に分布、そして民
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現代小国社会における「㌫教フーム」に関する　考察（金）

間信仰と混ざっているので丁目仰者数の正確な把握はもっと難しい状況である。

民間信仰者も合わせて道教信仰者数は一億八丁力人に近いという紙言l数も出て

いる。（九十年）

イスラム教もその分布が広く、信仰者数も少なくない。イスラム教は工に幽

北地域を中心に【ヶ少数民族が信仰している。例えば、l‖l族、ウイクル族、ハ

サク朕、ウスへク肱、タタル族、タジク族、カルカス族、火郷族、サラ族、保

安朕なとであって、約千七17万人に達する。他に、モンコル族、チヘット族、

白族、タイ族の一部分もイスラム教をィ．‡仰している。その小、阿旬は約四力人

で、清貞寺は約26力座ある。そして、全国各地に繹学院を九ヶ所開いている。

カトリソク教信仰者は†に東邦猟場地域に多く、約＿l－1八lノブ人で、その■い

神職名は約二TL山人で、教一i；iは4000座ある。そして、全国各地に神学院を

11ヶ所と修女院を10ヶ所持っている。

キリスト教も†に東邪を中心に信仰桝が集中しているが、信仰者数は約一千

万人で、その小牧師右J人、教勤ま8000座で、小規模教草は2力座以l二ある

とナ測される。キリスト教は合国獅地に神学院を13ヶ所持っている。

カトリノク教とキリスト教は近佃こなって信仰名数が人幅増えて実際の統計

数よりもっと多いと思われる。そして、健身目的で気功修練の影字引こよる仏教、

道教信徒数も増えている。これに関しては後又で詳しく紹介する。

もちろん、上述の九人宗教以外にも地域あるいは個々人による民に引言仰がな

いわけではない。例えは、孔7、孟／のような聖人に対する個人崇拝や歴史上

伝説、文学作ふ1なとの特定人物を崇拝対象とした活動なとも少なくない。

こ．宗教ブーム形成の背景

卜で紹介したノL大宗教は雌史t中l棚上会、文化に深い影響を与えた規模の人

きいいわゆる伝統：J、教である。この右大宗教は今日に至るまで中国祉会の景教

信仰においてそれなりの付置を占め、ネ1会に〃路な役割を黒している。

ところか、十世紀八十年代から判・＼l　般民衆の中で宗教に対する関心が高

まり、それがいわゆる「ニJミ教ブーム」にまで広がり、無視できない社会現象と
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現代巾l］三削会における「宗教ブーム」に閥する　考察（金）

なった。それでは、なぜ‾二十世紀八十年から中国社全で宗教7－ムが発／上した

のだろうか。次に、その現実状況と歴史的原田を分析することにする。

本論に入る前に、宗教木質に対する一般的理解を釈明する必要を感じる。宗

教存在の根源性と人類歴史及ひ文化との関係に対する理解は「宗教ブーム」と

いう社会現象を解明する前提になると思うからである。

㌫教信仰は人類の基本的精神欲求と心理需要である。人間の人生には未来に

対する未知数が多いため、内心的に将来に対して不安を持つ時が多い。そのIl」

で、H分の弱小を感じた帖には「全知全能」の神様に対する依頼感が性じる。

こういう人類の横板感こそ宗教存在の深刻な精神的月つ心理的根源であろう。

宗教は人類に究極的な慰めを与える役割を果す。人生は有限であるが、人問

たちの生に対する欲求は無限である。それでも生老病死から逃れないのか人生

の現実である。宗教は荘厳浄土、天国等の存在を強調することによって、人々

を死の恐れから慰めてくれる。すなわち、信徒たちにタヒ後の彼岸に対する存在

を認めさせ、憧れをもつことによって死に対する恐れから解放させようとする

のである。

宗教は信仰／日石において倫理道徳を信徒に要求する。宗教倫押道徳はそのンし

璧性を強調するため、人間生活に精神的追求の理想的目標を設定し、心理的に

安定させ、年に対する希望と満足感をもたらしてくれる。伝統宗教のこれらの

徳Rは人叛文明のlな内容の一つになっている。例えば、員、善、美、愛、平

和なとが宗教倫押の重要な道徳概念である。そして宗教は人間の審美要求をあ

る程度満足してくれる。これは宗教の芸術、文学作品、建築なとを通じて、人

隼の内容を豊かにし、情感的満足をもたらしてくれる。こういう道徳価値や審

美宇受は人類文明にかかざる要素となっていることは言うまでもないたろう。

古代四大文明の　つを代表する中国は、こういう価値を積極的に創造、吸収、

強調してきた。ところが、中岡現代史上文化破壊の人革命が起こったことは周

知のことである。一1世紀八十年代と言えば、「文化大革命」が終わってまも

ない時期である。十年にわたる「文革」はあらゆる分野に破滅的な結果を残し

た。特に、人々の精神／仁清は押性を失い、絶望的境地にまで至った。改革開放

政策は民衆に思想肘故を呼びかけ、経析成長を中心とする新しい社会発展を逐

一1伯－



現代申［耶l全における「宗教7－ム」にf淵する一考察（金）

げようとしている。これは中阿人たちが何川も期待した政策であった。こう

いう割に臼由な雰囲気の小で、悪夢から口が見めたはかりの小国昆衆は新しい

歩を踏み出ななければならない。そこで、あいっいて「文化ブーム」、「商売

プ‾ム」、・【出国7－ム」、「卜梅フーム」（公職を辞して商亮に携わること）が

現れ、社会は激動し始めた。そのIl■の　つがいわゆる「宗教ブーム」であった。

統詔によると、中国の宗教信仰者の小で7割～8割は改黄開放以後、入致し

た信徒である。1世紀ハ」川一代から始まった「文化ブーム」現象の一つとし

て、宗教関係の吉群も大量に州放された。例えは、『聖ど称忠』、『コラン物語』、

『仏経物語』等の簡易な書籍から経典に守るまで　気にヘストセーラーになっ

たのである。その中で『聖一書物語』たけでも100万冊以l売れたという。

そして、宗教活動場所を訪れる人も急増している。仏教の寺刺や道教の宮観

は景色のいい観光名所の役割を兼ねているのでいうまでもなく、都会の教会を

訪れる人も増えている。一九九／■＼作のクリスマスに北京巾中心に柿間する西什

庫教堂たけでもIlに川力人が訪れたという。その巾で、信教者は2割に過き

なく、8割は非信仰者であるたけでなく、その中の3分の1ほ青年層だったこ

とに注目しなければならない。言い換えると、その中の8割はいわゆる憎教

者」と呼ばれる人たちである。

文革時代までは徹底的に禁止されていた宗教のンンホル的な文物も一帖人気

物になりよく売れている。例えは、十㌢架、菩薩像、肘神像、線香なとの！l二産

着に注文が殺到したという。

三．宗教ブーム形成の原因

これまで宗教や信仰は人々の心の内に場所を占め、安寧の支えをなすもので

あって、本来世の中を賑わすようなものではないという認識が・船的であった。

しかし、このような宗教7－ムが発♯したにはそれなりの偵関があるに違いな

い0まず、客観的原因として改革開放政策すなわち思想解放による経斉活動の

r占性化と割に白山で塩谷な文化政策による′l活力式のH日は†。仰の多元化であ

ろう。改革開放とは、国内における計画経済体制を巾場経済休制に転換させる

一日9－



札付l■回社会における「㌫教ブーム」に関する一考察（金）

ことによって所得個人所行が認められ、人々は個人の価値実現に向け選択の多

様が可能になった。対外的には外国との経済、文化交流活動が活発に行われ、

人々はいろいろな新しい生活様式と文化、経済価値間に接触して、人／lの内幕

が豊かになり、特に精神生活で多様性を見せるようになったのである。これは

中国祉会における歴史的な進歩であって、肯定すへきことであろう。

次に、これまでの安易な生浦から競争社会に転換する巾で、不安、緊張、悩

みが／Ⅰし、それを解決する方法の一つとして教会や寺利のような割に安易と思

われる場所を求める人が多くなった。そして、市場経済による経済活動の中で

人々のこういう心理に妃、じて金銭目的で行われる宗教神秘件を持つ而ぶ．、．Ⅰ－い、

求神なと伝統文化の小で迷信として隠れていたものが整った。例えは、観光地

なとで㍍教関係の美術新一を商品として人最に販売したり、観光客に宗教関係経

典や　一般‾書を配布したりしている。

そして、外来文化の影響も無視できない要素の　つであろう。特に、苗年た

らの■lりこは西洋の科ツ技術とともに西洋の思想、文化、倫理道徳、価値観の影

響が人きい。その中で、外賀企業や合作企業で働く若者たちに対する影響はもっ

と大きい。

思想開放の政治的雰閃気の中で伝統宗教の活躍も宗教7－ム形成の人きな要

田であろう。伝統宗教の世俗化は世界的な潮流になっている。伝統宗教は現しU

否定の絶対的価値への保守的な枠を打ち破って積極的に社会事業に参与し、時

代発展榔由こ順応して、人間性をもつと尊重し、世俗／1・活を無視しない道を選

び始めたのである。「人間仏教」の提唱、カトリノクの現代化に向けての改革

なとがそれである。また、宗教問の対話、コミュニケーンヨンも積極的に子Jわ

れ、伝統二jミ教の平和で、開放性を梢梅的にアピールするなとが特徴的である。

ほかに、いろいろな第日のもとでの準宗教活動、例えは気功修練団体や「特

異功能」者なとの影響も無視できない側血である。そして、中国改革開放政策

による文化交流の中で海外新宗教の中国内での活動も百年たちに影轡を及ほし

ている（）
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現代L「咽封会における「宗教プ⊥ム」に闇する　一考察（金）

四．宗教ブームの問題点

上述したように中国社会における宗教7－ムは中国の昭足な歴史段階におい

ての現実状況による民衆　▲部分の精神状況を反映したものではあるが、クロハー

ル化が進むによる価値多元化の文脈の111でもつと広いlL上界：jミ教状況から考察し

て見ると決して個別的現象でもないようである。

日本の宗教史仁にも「宗教ブーム」という「言柴がよく川いられている。たと

えば、幕末維新期の第一次※教7－ム、人lF湖ないし椚和初期から敗戦後の第

二次宗教7－ム及びLHl代、【′は以後の第三次宗教7－ム、そして八十年代か

ら九l年代にかけての宗教7－ムなとそれぞれ廿本雅史」」1本人の精神扶況巷

ある精度反映している。「7－ム」という言葉は流行として読み取る人も少な

くないかもしれないが、特に宗教ブームの場合、それなりの貞意味を内包して

いることを忘れてはいけないと想う。円木のハトイl代から九十咋代にかけての

宗教7－ムはオウム真理教事件をもたらす結勅こなったし、その後のライフ・

スペース（llfe space）刊′tも人騒きになったことを′托えているだろう。

一九‾L：八年」一リ十十八日、アメリカの「人艮聖殿教（ThcpeopIcrsTernple）」

の九l上1人集汗目上卜絞阜什、「人望の門（Heaven■s Gate）」による　三l九人の矧、Jl

自殺、ヨ一口ソバで起こった「太陽聖殿教（Thcorderofthcsolarrremple）」

のフランス、スイス、カナダ各地でのL十人以【＿の集同「1殺事什なと全部宗教

を名乗った事件であ一）た。

二十世紀八十咋代に始まった申回宗教フームら社会†‘畑こ無視できない事件を

招く結果になった。たとえは、河両省なとで流jJした「呼城派」、陳西省、門

川省、湖」ヒ省等山、地域で7．1動した「門徒会」、安徽省の「被立上」、湖南省の

「主神教」及び今日に至るまで千セロ人の死者を出した「浸、輪功」なといずれ

も宗教ブームに粟一つて活躍し、社会に人きな被苔をもたらしたのである。この

ような宗教のぐ．を借りて、社会に登場するカルトの背掛こは「景教ブーム」と

いう人きな流れがあるのである。もちろん、ここで健全な新：卜教や宗教イ岩仰と

カルトをl刈りして収り扱わなければならない。現代かレトの特徴と表現は様々
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現代l目玉】祉会におりる「㌫教フーム」に倒する　考察　ぐ金）

ではあるが、分析して見ると次のような傾向をもっていると思われる。

教主のカリスマ的な奇跡論、すなわち伝説や現代科学的手段を借りて、超人

川的神力の所持者として現れるのが多い。幸福論において、現実を離れた幸福

追求を信徒に強要する。脱会論でも健全な宗教の場合は、入会と脱会がR山で

あるのに対し、一位入会すると脱会を許さないところか厳い、手段をもっと罰

するのである。そこで、もっと注意すへき問題は終末論である。終末思想は現

1汁を徹底的に否定する1＿で、教1＿のカリスマ的奇跡論に結ひつけ、信徒を魅／

する手段として使われ、また脱会不可の根拠としても利用されるからである。

こういう人姓の奇跡を求め、空想の中にしか存在しない幸福を追求して、閉鎖

的な教団の中で外界と隔離した絶望的生所を営むカルト集団で、卜述のような

反社会、反文明的事件が起こるのは決して偶然ではない。

また、健全な宗教信仰というのは精神生活を「行卜化」し、祉会安定にある程

度役割を果すと思われるが、価値多元化を主張する現代社会で　邪の背年層は、

特定の宗教には「無関心」で日己小心的に信仰生活に執着する傾向をも見せて

いる。これは、物質生活の豊かさに伴い、家族離れ、社会離れと同時に進んで

いる現代宗教7－ムの中で「個人隔離型」という割に普遍的な現象の　▲つでも

ある。

小国の場合、こういう人を文化キリスト教者、個人望教者なととも呼ぶ。こ

れは、特定の教団に所属して活動することに興味を持っていた過去の宗教ブー

ムとは迷う新しい現象であろう。歴史上、日本社会でもJ司様な現象が起こって

いたと指摘されている。たとえは、昭和二十二年の世論調査では宗教を「信ず

る」と答えた人は712％、「信じない」と答えた人は221％であったが、昭和

四巨ヒ年に行われた「世斯青年の意識調査」では「無関心」が74％、約八割が

宗教に対して否定的な態度を表明している1■。宗教そのものが個人化して生き

続けている址拠であるという傾向だと指摘する学晋が多い。中内の場合でも、

一倍以上の信教者の小に約3分の1は背年であるが、卜述のように宗教に「無

関心」だと言いながら、自分なりに†‖仰傾向を見せる青年が一部現れている。
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結び：宗教の未来について

二十　一日用己に入って、人類文明は人きな転換期を迎えている。これまで人類

は文明を創造し、それとともに文lリ」に創造されてきたが、文明を創造してきた

人間の心が今日ほと議論の焦ノ畑こなり、人きな社会閃題となるとは思いもよら

なかったことだろう。心の問題を論じるに、■1たり、フjミ教の問題を避けることは

できまい。そして、最近触発する‥ゝl際紛争とテロ■抽件なとは、その背景に宗教

が少なからずかかわっていることは否定するわけにはいくまい。地域社会、ク

ロハ一一ル化時代を迎えている国際社会の新たな秩序つくりにl帥ナて、宗教乃至

「宗教フーム」のあり力とゆくえについて新たに検．丁、」する必要を強く感じざる

を得ない。

本論の冒頭で提起したように、まず1jく教ブームを考察するにおいて、歴史意

識を持って、すなわち人相史発展の現代化とクローハル化という人背景卿Ilで、

孤＼†的ではなく、弁証的に、静止的ではなく、動態的に、甲なる宗教学的では

なく、学際的な研究によってその煩l人lを探って理性的に対処すへきだと思う。

次に、教育の役割が串んじられなければならない。学校教育、社会教育及び

メディアによる人間の健全な精神性清、健全な信仰に対する幅広い知識や道徳

性レヘルアノブ及び心理的調整が必要である。特に、教育は宗教フームの中で

の信仰個人化傾lり巷′Jくしている青年層には積極的な意味をもつものと思われる。

宗教信仰の個人化によって社会公徳の衰微が懸念されるからである。

そして、祉会においてはこれまで完備的でない宗教法に対する整えが何より

いちはやく行われなければならない。この事業は景教学者、法学者、政治家、

以外に全社会の知恵を集めて一速く解決すへき問題である。これによって　▲般

民衆の仁i仰自由という基本梅利が保訓されるし、それとl■■川寺にカルト集団の社

会に対する挑戦と被宵を有効に防日することができるからである。

更に、クローハル化が進む111で一個人の信仰問題が国際問題にまで繋がる傾

向も山ている。六三教や「景教フーム」はもはや　個、　地域に限らない社会現

象なので、国際的な学者たちの共同研究、香田関係組識による†l】i報交流による

・■　■
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カルト防止の連携なとも必要である。

宗教信仰は人間の粁神生r占と心理的欲求である以上、人伽が存在する限り、

その存／lの合理性を否定することはできないだろう。新しい世紀に宗教が信仰

者たちを健全で村会に有益な精神′巨活に軌、ていけは、JL、の「浄化」、社会安

定、明るい社会つくり、ひいては断い、人類文明創造に積極的な貢献をするも

のであろう。
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